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(57)【要約】
【課題】蒸発器において飽和域温度勾配が生じて冷媒入
口温度が低下しても、着霜によるフィン間空気流路の閉
塞を起こり難くして、性能が低下するのを抑制する。
【解決手段】冷凍サイクル装置は、圧縮機、フィンとこ
のフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管３とを有するフィ
ンチューブ熱交換器１３０、及び減圧装置を備え、前記
フィンチューブ熱交換器は少なくとも蒸発器として使用
可能に構成されている。冷媒としては非共沸混合冷媒を
使用し、前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が
前記フィンを貫通しながらＵターンを繰り返して複数往
復するように構成される。また、前記フィンチューブ熱
交換器が蒸発器として使用される場合に冷媒流入側とな
るフィン１３０ａにおける伝熱管同士の間隔Ｌ１を、冷
媒流出側となるフィン１３０ｂにおける伝熱管同士の間
隔Ｌ２よりも大きくなるように構成している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを有するフィンチューブ熱
交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少なくとも蒸発器として使
用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、
　冷媒として非共沸混合冷媒を使用し、
　前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫通しながらＵターンを繰
り返して複数往復するように構成されると共に、
　蒸発器として使用される場合に冷媒流入側となるフィンにおける伝熱管同士の間隔を、
冷媒流出側となるフィンにおける伝熱管同士の間隔よりも大きくなるように構成した
　ことを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の冷凍サイクル装置において、前記フィンチューブ熱交換器は、前記冷
媒流入側となるフィンと前記冷媒流出側となるフィンとが空気の流れ方向に二列に配置さ
れ、空気の流れ方向上流側には前記冷媒流出側となるフィンが、空気の流れ方向下流側に
は前記冷媒流入側となるフィンが配置されていることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の冷凍サイクル装置において、前記フィンチューブ熱交換器は、前記フ
ィンが一列に構成され、前記フィンのうち、冷媒流入側となる上方のフィン部と、冷媒流
出側となる下方のフィン部を貫通するように前記伝熱管が設けられていることを特徴とす
る冷凍サイクル装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかに記載の冷凍サイクル装置において、前記フィンチューブ熱交換
器は複数のスリットが形成されたスリットフィンで構成されていることを特徴とする冷凍
サイクル装置
【請求項５】
　請求項４に記載の冷凍サイクル装置において、前記フィンチューブ熱交換器が蒸発器と
して使用される場合に、前記冷媒流入側となるフィンは、一部にスリットを設けない部分
を有するスリットフィンで構成されていることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の冷凍サイクル装置において、前記フィンチューブ熱交換器が蒸発器と
して使用される場合に、前記冷媒流入側となるフィンに形成された前記スリットの切り起
し量を、前記冷媒流出側となるフィンに形成された前記スリットの切り起し量より小さく
構成したことを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項７】
　圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを有するフィンチューブ熱
交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少なくとも蒸発器として使
用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、
　冷媒として非共沸混合冷媒を使用し、
　前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫通しながらＵターンを繰
り返して複数往復するように構成されると共に、複数のスリットが形成されたスリットフ
ィンで構成されており、
　蒸発器として使用される場合に冷媒流入側となるフィンは、一部にスリットを設けない
部分を有するスリットフィンで構成されている
　ことを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の冷凍サイクル装置において、一部にスリットを設けない部分を有する
前記スリットフィンは、前記スリットを設けない部分が、伝熱管を挿入するためにスリッ
トフィンに設けられた穴の間の中央部付近に設けられていることを特徴とする冷凍サイク
ル装置。
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【請求項９】
　圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを有するフィンチューブ熱
交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少なくとも蒸発器として使
用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、
　冷媒として非共沸混合冷媒を使用し、
　前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫通しながらＵターンを繰
り返して複数往復するように構成されると共に、複数のスリットが形成されたスリットフ
ィンで構成されており、
　蒸発器として使用される場合に冷媒流入側となるフィンに形成された前記スリットの切
り起し量を、冷媒流出側となるフィンに形成された前記スリットの切り起し量より小さく
構成した
　ことを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の冷凍サイクル装置において、前記冷媒流出側となるフィンに切り起さ
れて形成されたスリットは前後２枚のフィン間に等間隔に配置されるように構成されてい
ることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０の何れかに記載の冷凍サイクル装置において、冷凍サイクル装置は、室
外機と室内機を有する空気調和機であって、前記室外機の熱交換器がフィンチューブ熱交
換器で構成されていることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【請求項１２】
　請求項１～１１の何れかに記載の冷凍サイクル装置において、前記非共沸混合冷媒は、
Ｒ１３４ａ、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ（Ｅ）、Ｒ１５２ａ、Ｒ２９
０、Ｒ６００ａ、Ｒ７４４、Ｒ３２のうちの冷媒を少なくとも２種類以上混合した混合冷
媒であることを特徴とする冷凍サイクル装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は空気調和機や冷凍機などの冷凍サイクル装置に関し、特に非共沸混合冷媒を使
用する冷凍サイクル装置に好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、エネルギー枯渇や地球温暖化が問題視され、空気調和機や冷凍機で使用される冷
媒に対しても、ＣＯＰ（成績係数）が高く環境負荷がより小さいものが求められている。
特に、地球温暖化問題に対する注目度は高く、冷媒が漏れても直接的影響の少ない、即ち
ＧＷＰ（地球温暖化係数）が低く、しかも間接的影響も少ない、即ち消費エネルギーも小
さい冷媒が求められている。一方、冷媒は、人体に近いところで使用されることもあり、
無毒性、低燃焼性等の安全面における配慮も重要となっている。
【０００３】
　以上のことを考慮し、空気調和機などの冷凍サイクル装置に使用される冷媒の開発や選
定が行われており、冷凍サイクル装置における体積能力の確保やＣＯＰ値、安全性等が重
要な選定項目となる。しかし、単独の冷媒では、必要な性能、低環境負荷、安全性が得ら
れない場合、複数の冷媒を混合して、目的の特性を得るようにしたものもある。例えば、
ＣＯＰが高く、直接的な環境負荷も小さいが、燃焼性のある冷媒と、ＣＯＰは低いが消化
性のある冷媒を混合することで、要求性能を確保し、燃焼性も低くした混合冷媒を得るこ
とが可能となる。
【０００４】
　しかし、このような混合冷媒では、飽和域において温度勾配を有することになり、蒸発
過程で、蒸発器の入口温度が極端に低下し、逆に出口温度は高くなるという現象が生じる
。空気を熱源とするヒートポンプ式の暖房機（空気調和機など）では、暖房時における室
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外機の熱交換器（蒸発器）での冷媒入口温度が低くなるため、空気中の水分が熱交換器に
付着して凍結する着霜現象が起きやすくなる。このため、着霜による空気流路の閉塞が発
生し、冷媒と空気との熱交換が十分できなくなり、空気調和機の性能が低下する。このた
め、暖房能力が低下して快適性を損ねる。
【０００５】
　そこで、特許文献１のものでは、フィンチューブ蒸発器において、冷媒温度が低くなる
冷媒流入側のフィンは、着霜し難く空気流路を確保し易いコルゲートフィン等のスリット
なしフィンを使用し、冷媒温度が高くなる冷媒流出側のフィンは、熱伝達率の高いスリッ
トフィンを用いるようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平８－１００９６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記特許文献１のものでは、蒸発器となる熱交換器への着霜を防止するため、冷媒温度
が低くなる冷媒流入側のフィンをコルゲート等のスリットなしフィンにし、フィンで凝縮
した水滴が、連続した表面を伝わってスムーズに滴下するようにして、フィン表面におけ
る着霜を防止するようにしている。しかし、スリットのないフィンでは熱交換性能が低い
ため、熱交換器全体での性能低下は避けられないという課題があった。
【０００８】
　本発明の目的は、蒸発器において飽和域温度勾配が生じて冷媒入口温度が低下しても、
着霜によるフィン間空気流路の閉塞を起こり難くし、それによって性能低下を抑制するこ
とのできる冷凍サイクル装置を得ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の特徴は、圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを
有するフィンチューブ熱交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少
なくとも蒸発器として使用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、冷媒として
非共沸混合冷媒を使用し、前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫
通しながらＵターンを繰り返して複数往復するように構成されると共に、蒸発器として使
用される場合に冷媒流入側となるフィンにおける伝熱管同士の間隔を、冷媒流出側となる
フィンにおける伝熱管同士の間隔よりも大きくなるように構成したことにある。
【００１０】
　前記フィンチューブ熱交換器は、前記冷媒流入側となるフィンと前記冷媒流出側となる
フィンとが空気の流れ方向に二列に配置され、空気の流れ方向上流側には前記冷媒流出側
となるフィンが、空気の流れ方向下流側には前記冷媒流入側となるフィンが配置されるよ
うにすると良い。
【００１１】
　また、前記フィンチューブ熱交換器は、前記フィンが一列に構成され、前記フィンのう
ち、冷媒流入側となる上方のフィン部と、冷媒流出側となる下方のフィン部を貫通するよ
うに前記伝熱管が設けられるようにしても良い。
【００１２】
　なお、前記フィンチューブ熱交換器は複数のスリットが形成されたスリットフィンで構
成されていることが好ましい。ここで、前記フィンチューブ熱交換器が蒸発器として使用
される場合に、前記冷媒流入側となるフィンは、一部にスリットを設けない部分を有する
スリットフィンで構成すると良い。或いは、前記冷媒流入側となるフィンに形成された前
記スリットの切り起し量を、前記冷媒流出側となるフィンに形成された前記スリットの切
り起し量より小さく構成するようにしても良い。



(5) JP 2012-145302 A 2012.8.2

10

20

30

40

50

【００１３】
　本発明の第２の特徴は、圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを
有するフィンチューブ熱交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少
なくとも蒸発器として使用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、冷媒として
非共沸混合冷媒を使用し、前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫
通しながらＵターンを繰り返して複数往復するように構成されると共に、複数のスリット
が形成されたスリットフィンで構成されており、蒸発器として使用される場合に冷媒流入
側となるフィンは、一部にスリットを設けない部分を有するスリットフィンで構成されて
いることにある。
【００１４】
　ここで、一部にスリットを設けない部分を有する前記スリットフィンは、前記スリット
を設けない部分が、伝熱管を挿入するためにスリットフィンに設けられた穴の間の中央部
付近に設けられていることが好ましい。
【００１５】
　本発明の第３の特徴は、圧縮機、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを
有するフィンチューブ熱交換器、及び減圧装置を備え、前記フィンチューブ熱交換器は少
なくとも蒸発器として使用可能に構成されている冷凍サイクル装置において、冷媒として
非共沸混合冷媒を使用し、前記フィンチューブ熱交換器は、前記伝熱管が前記フィンを貫
通しながらＵターンを繰り返して複数往復するように構成されると共に、複数のスリット
が形成されたスリットフィンで構成されており、蒸発器として使用される場合に冷媒流入
側となるフィンに形成された前記スリットの切り起し量を、冷媒流出側となるフィンに形
成された前記スリットの切り起し量より小さく構成したことにある。
【００１６】
　ここで、前記冷媒流出側となるフィンに切り起されて形成されたスリットは前後２枚の
フィン間に等間隔に配置されるように構成すると良い。
【００１７】
　なお、上記において、冷凍サイクル装置は、室外機と室内機を有する空気調和機であっ
て、前記室外機の熱交換器がフィンチューブ熱交換器で構成されているものに好適である
。また、前記非共沸混合冷媒としては、Ｒ１３４ａ、ＨＦＯ－１２３４ｙｆ、ＨＦＯ－１
２３４ｚｅ（Ｅ）、Ｒ１５２ａ、Ｒ２９０、Ｒ６００ａ、Ｒ７４４、Ｒ３２のうちの冷媒
を少なくとも２種類以上混合した混合冷媒などを使用することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、蒸発器において飽和域温度勾配が生じて冷媒入口温度が低下しても、
着霜によるフィン間空気流路の閉塞を起こり難くし、それによって性能低下を抑制するこ
とのできる冷凍サイクル装置を得ることができる効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の冷凍サイクル装置の実施例１を示す冷凍サイクル構成図。
【図２】図１に示すフィンチューブ熱交換器の構成を示す要部の斜視図。
【図３】本発明の実施例２を説明する図で、（ａ）は冷媒流出側のフィンの構成を示す要
部正面図、（ｂ）は冷媒流入側のフィンの構成を示す要部正面図。
【図４】本発明の実施例３を説明する図で、（ａ）はフィンの要部正面図、（ｂ）及び（
ｃ）は（ａ）図のフィンを矢印Ａ方向から見た図で、（ｂ）は冷媒流出側のフィンにおけ
るフィンの構成を示す図、（ｂ）は冷媒流入側のフィンの構成を示す図。
【図５】本発明の実施例４を説明するフィンチューブ熱交換器を示す斜視図で、図２に相
当する図。
【図６】冷凍サイクル装置としての一般的な空気調和機を示す冷凍サイクル構成図。
【図７】非共沸混合冷媒の一例におけるｐ－ｈ線図。
【発明を実施するための形態】
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【００２０】
　本発明の実施例を説明する前に、まず冷凍サイクル装置として一般的な空気調和機の構
成を図６により説明する。図において、１は室外機、２は前記室外機１と液接続配管３１
０及びガス接続配管３２０で接続された室内機である。室外機１には、圧縮機１００、四
方弁１２０、フィンチューブ熱交換器１３０、膨張弁１４０が順次冷媒配管で接続されて
設けられている。また、前記フィンチューブ熱交換器１３０に室外空気を供給するための
室外ファン１５０も設けられている。前記室内機２には、室内熱交換器２１０と、この室
内熱交換器２１０に室内空気を供給するための室内ファン２２０が設けられている。
【００２１】
　このような空気調和機において、暖房時には、図中に破線で示す矢印方向に冷媒が流れ
る。即ち、圧縮機１００から吐出された冷媒は四方弁１２０を通り、室外機１側からガス
接続配管３２０を経て、室内機２側の室内熱交換器２１０に入り、室内ファン２２０によ
り送り込まれる室内空気を加熱すると共に、冷媒自身は冷却凝縮される。凝縮された冷媒
は室内機２側から液接続配管３１０を通って、再び室外機１側に導かれ、膨張弁１４０で
圧力と温度を下げられ、フィンチューブ熱交換器１３０に入る。このフィンチューブ熱交
換器１３０では、室外ファン１５０により供給された室外空気により、前記低温、低圧の
冷媒は加熱されて蒸発し、四方弁１２０を通り、圧縮機１００に再び吸入されて圧縮され
る。　
　なお、冷房時には上記と逆の動作となり、図中に実線で示す矢印方向に冷媒が流れる。
【００２２】
　ここで、上記冷媒として、例えばプロパンとＣＯ2の混合冷媒を考える。プロパンはＣ
ＯＰが高く、ＧＷＰも低い冷媒であるが燃焼性が高いため、不燃のＣＯ2を混合すること
により燃焼性を下げることが可能となる。プロパンとＣＯ2の混合割合は、質量分率で５
０％：５０％とする。
【００２３】
　図７は、上記プロパンとＣＯ2の混合冷媒を用いた場合の暖房時のｐ－ｈ線図（モリエ
ル線図）である。図７のｐ－ｈ線図上に示したＡ～Ｄは、図６の冷凍サイクル構成図に示
したＡ～Ｄの位置に対応している。熱源の空気温度を１５℃と想定すれば、蒸発器の一番
高い図中Ａ点は１０℃程度となる。ここで問題となるのが、Ｄ点、即ち蒸発器となるフィ
ンチューブ熱交換器１３０における冷媒の入口側温度である。熱源空気温度が１５℃程度
でありながら、Ｄ点は－１０℃程度となり、空気中の水分がフィンチューブ熱交換器１３
０に凍結付着する着霜現象が起こる。この着霜は時間と共に進行して増大し、フィンチュ
ーブ熱交換器の１枚１枚のフィン間に形成されている空気流路は、前記霜で塞がれたり、
流路面積が減少するため、冷媒と室外空気との熱交換量が減少し、熱交換性能を著しく低
下させてしまう。　
　以下、この課題を解決するための本発明の具体的実施例を図面に基づき説明する。
【実施例１】
【００２４】
　図１及び図２は本発明の冷凍サイクル装置の実施例１を説明する図で、図１は冷凍サイ
クル装置としての空気調和機の冷凍サイクル構成図、図２は図１に示すフィンチューブ熱
交換器１３０の構成を示す要部の斜視図である。この実施例では、冷媒として、プロパン
とＣＯ2の非共沸混合冷媒を用いているものとして説明する。なお、図１において図６と
同一符号を付した部分は同一または相当する部分を示している。
【００２５】
　本実施例においては、室外機１に設けられ暖房時に蒸発器となる前記フィンチューブ熱
交換器（室外熱交換器）１３０は、フィンとこのフィンを貫通し冷媒が流れる伝熱管とを
有するものであって、前記フィンは冷媒の流通方向に分割されており、暖房時に上流側（
冷媒流入側）となるフィン１３０ａと暖房時に下流側（冷媒流出側）となるフィン１３０
ｂとに分かれている。また、フィンチューブ熱交換器を構成している前記のフィン１３０
ａ，１３０ｂにはそれぞれ多数のスリットが形成されたスリットフィンを使用している。
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【００２６】
　図２は図１に示す室外熱交換器１３０を構成するフィンの詳細構造を示す図である。図
２において、３は室外熱交換器１３０の冷媒流入側となるフィン１３０ａと冷媒流出側と
なるフィン１３０ｂを貫通する伝熱管（冷媒配管）である。この実施例では、冷媒流入側
の前記フィン１３０ａと冷媒流出側の前記フィン１３０ｂとは、室外空気の流れ方向に二
列に配置され、室外空気の流れ方向上流側には冷媒流出側の前記フィン１３０ｂが、室外
空気の流れ方向下流側には冷媒流入側の前記フィン１３０ａが配置されている。
【００２７】
　また、前記伝熱管３は、フィンチューブ熱交換器１３０の上部に設けられた伝熱管３ａ
と、その下方に設けられた伝熱管３ｂの２パスで構成されている。なお、前記伝熱管３は
１パス或いは３パス以上に構成しても良い。ここで、パスとは冷媒が流れる流路で、例え
ば２パスとは、伝熱管３が熱交換器上流側で２つに分岐されて、熱交換器内を平行に流れ
る流路が２つになっているものをいう。
【００２８】
　各伝熱管３ａ，３ｂは、まず冷媒流入側となるフィン１３０ａの上部側に接続され、空
気流路を形成するように一定の間隔で重ねて配置された多数のフィンを水平方向に一端側
（手前側）から他端側に貫通した後下方側にＵターンし、再び手前側に延びて１往復し、
再び下方側にＵターンして他端側に延びて、以下同様の往復を繰り返す。これを数往復繰
り返した後、伝熱管３ａは、次に冷媒流出側となるフィン１３０ｂ側に延びて、今度は上
方側にＵターンを繰り返して同様に数往復するように構成されている。この結果、冷媒は
、冷媒流入側となるフィン１３０ａの上部側に流入した後、このフィン１３０ａと交差す
るように配設された伝熱管３ａ内を下方に流れ、その後冷媒流出側となるフィン１３０ｂ
側に流れて、このフィン１３０ｂを交差するように配設された伝熱管３ａ内を上方に流れ
、フィン１３０ｂの上部側から流出するように流れる。
【００２９】
　この実施例では、フィン１３０ａ側を貫通する伝熱管３ａは２往復に構成され、フィン
１３０ｂ側を貫通する伝熱管３ａは３往復に構成されている。この結果、水平方向に延び
る部分の伝熱管同士の間隔は、フィン１３０ａ側の伝熱管同士の間隔Ｌ１がフィン１３０
ｂ側の伝熱管同士の間隔Ｌ２よりも大きくすることができる。
【００３０】
　非共沸混合冷媒を使用すると、室外熱交換器１３０における冷媒流入側の温度は冷媒流
出側よりも低くなるため、冷媒流入側の伝熱管３ａやその伝熱管付近のフィン１３０ａに
霜が着きやすい。即ち、伝熱管周りの温度が一番低いため、伝熱管を起点として霜が成長
する傾向にある。本実施例ではこの部分の伝熱管の間隔Ｌ１を大きくしているので、伝熱
管の周囲には着霜しても、霜の着きにくい領域が増え、霜による空気流路の閉塞が起きに
くくなる。従って、フィン間の空気流路を十分に確保可能となる。従って、冷媒流入側に
おける冷媒と室外空気との熱交換量を確保できるから熱交換性能の低下を抑制することが
できる。
【００３１】
　フィンチューブ熱交換器１３０における冷媒流出側の温度は冷媒流入側よりも高くなる
ため、冷媒流出側では伝熱管３ａやフィン１３０ｂには霜が着きにくい。そこで、本実施
例ではこの部分の伝熱管の間隔Ｌ２をフィン１３０ａ側よりも小さくして、より熱交換性
能が向上するようにしている。
【００３２】
　なお、伝熱管３ａの下方側に設けられた伝熱管３ｂについても、伝熱管３ａと同様の構
成になっているので、その説明は省略する。伝熱管を３パス以上設けている場合（伝熱管
３ｂの下方に更に伝熱管を設けているもの）でも各伝熱管の構成は同様にすることが好ま
しい。
【００３３】
　また、本実施例に使用される非共沸混合冷媒としては、Ｒ１３４ａ(沸点－２６℃）、
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ＨＦＯ－１２３４ｙｆ(沸点－２９℃）、ＨＦＯ－１２３４ｚｅ（Ｅ）(沸点－１８℃）、
Ｒ１５２ａ(沸点－２４℃）、Ｒ２９０（プロパン，沸点－４２℃）、Ｒ６００ａ(イソブ
タン,沸点－１１℃）、Ｒ７４４(ＣＯ2,沸点－７８℃）、Ｒ３２（沸点－５２℃）のうち
の２種類以上の冷媒を混合した混合冷媒であることが好ましい。例えば、代表的な非共沸
混合冷媒としては、Ｒ４０７Ｃ，ＨＦＯ－１２３４ｙｆとＲ３２との混合冷媒、ＨＦＯ－
１２３４ｚｅ（Ｅ）とＲ３２との混合冷媒、Ｒ２９０（５０％）とＲ７４４（５０％）と
の混合冷媒などがある。　
　上記実施例１において、その他の構成については図６で説明したものと同じであるので
、その説明を省略する。
【００３４】
　本実施例によれば、暖房時に蒸発器となる室外熱交換器をフィンチューブ熱交換器で構
成すると共に、非共沸混合冷媒を使用することで飽和域温度勾配が生じ、冷媒温度が低く
なってしまう冷媒流入側のフィン１３０ａにおける伝熱管同士の間隔を、冷媒温度が高く
なる冷媒流出側フィン１３０ｂにおける伝熱管同士の間隔よりも大きく構成しているので
、冷媒流入側フィンでの着霜による空気流路の閉塞を抑制することができる。この結果、
非共沸混合冷媒を用い、室外空気を熱源として暖房する冷凍サイクル装置において、空気
流路が閉塞されることによる性能低下が起きにくくなり、従来のものより高い省エネルギ
ー化を実現でき、快適性も向上することができる効果が得られる。
【実施例２】
【００３５】
　図３は本発明の冷凍サイクル装置の実施例２に用いるフィンの構成を示す図である。こ
の実施例においては、図３に示すフィンチューブ熱交換器１３０におけるフィンの構成以
外の部分については、図１，図２に示した冷凍サイクル装置（空気調和機）と同様である
ので、フィン以外の部分の説明は省略する。
【００３６】
　本実施例では、図１に示すフィンチューブ熱交換器１３０に用いるフィン１３０ａに相
当するフィン（冷媒流入側のフィン）が、図３の（ｂ）図に示すフィン１３２ａであり、
図１のフィン１３０ｂに相当するフィン（冷媒流出側のフィン）が図３の（ａ）図に示す
フィン１３２ｂである。
【００３７】
　図３の（ａ）図に示す冷媒流出側の前記フィン１３２ｂは、前記実施例１に示したフィ
ン１３０ａ，１３０ｂと同様のスリットフィンであり、フィンの表面に空気の流れと交差
するように多数のスリット４が切り起されて形成されている。なお、５は伝熱管が挿入さ
れる穴である。
【００３８】
　（ｂ）図に示す冷媒流入側の前記フィン１３２ａも、多数のスリット４が切り起されて
形成されたスリットフィンであるが、このフィン１３２ａは、伝熱管を挿入する穴５の間
の中央部付近に、スリットのない部分６が空気の流通方向に設けられており、この部分に
は広い空気流路が確保されるようにしている。（ａ）図に示すフィン１３２ｂでは、ある
１枚のフィンのスリット４に生成された霜は、隣接する他の１枚のフィンのスリットに生
成された霜と接触しやすいため、フィン間に形成されている空気流路が霜で閉塞されやす
い。これに対して、（ｂ）図のフィン１３２ａのようにスリットのない部分６を設けた構
成とすることにより、スリットのない部分６には広い空気通路となる空間が形成されてい
るため、この部分では霜が生成したり、霜が生長しにくくなる。従って、霜による閉塞を
防止或いは抑制して空気流路を確保することができるから熱交換性能の低下を抑制できる
。
【００３９】
　なお、冷媒流出側のフィン１３２ｂにおいては冷媒温度が冷媒流入側よりも高くなるた
め、冷媒流出側では伝熱管やフィン１３２ｂには霜が着きにくい。従って、フィン１３２
ｂについてはスリットのない部分を設けず、スリット部分の面積を大きくして、より熱交
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換性能が向上するようにしている。
【００４０】
　このように構成することでも、実施例１と同様の効果を得ることができる。　
　更に、上記実施例１と組合せて、冷媒流入側のフィンは、伝熱管同士の間隔を大きく構
成すると共に、この冷媒流入側のフィンには、図３（ｂ）図に示したようにスリットがな
い部分６を設ける構成にすることも有効であり、霜による空気流路の閉塞をより確実に防
止することができる。
【実施例３】
【００４１】
　図４は本発明の冷凍サイクル装置の実施例３に用いるフィンの構成を示す図である。こ
の実施例３においてもフィンチューブ熱交換器１３０におけるフィンの構成以外の部分に
ついては、図１，図２に示した冷凍サイクル装置と同様であるので、フィン以外の部分の
説明は省略する。
【００４２】
　図４において、（ａ）はこの実施例に使用される冷媒流入側のフィン１３３ａまたは冷
媒流出側のフィン１３３ｂの要部正面図であり、（ｂ）及び（ｃ）は（ａ）図のフィンを
矢印Ｅ方向から見た図で、（ｂ）は冷媒流出側のフィン１３３ｂにおけるフィンの構成を
示す図、（ｃ）は冷媒流入側のフィン１３３ａの構成を示す図である。
【００４３】
　本実施例では、（ｂ）図に示すように、冷媒流出側のフィン１３３ｂは、各１枚毎のフ
ィンそれぞれに切り起されて形成されたスリット４ｂが、前後の２枚のフィン間に等間隔
に配置されるように構成され、それによってフィン間の空気流路にスリット４ｂが偏らず
均等に存在するので高い熱交換性能が得られるフィンに構成されている。
【００４４】
　冷媒流入側のフィン１３３ａは（ｃ）図に示すように、冷媒流出側のフィン１３３ｂに
形成したスリット４ｂに比べ全体的に高さの低いスリット４ａが設けられている。このよ
うに構成することにより、冷媒流入側のフィンではスリット４ａがフィン側に偏って配置
されるから、前後２枚のフィン間にはスリットが存在しない広い空気流路７が形成される
。従って、この部分は霜で閉塞されにくく、空気流路を確保することができるから熱交換
性能の低下を抑制できる。
【００４５】
　本実施例は上述したように、着霜しやすい冷媒流入側のフィン１３３ａでは、フィン間
の空気流路となる部分に、切り起し量を小さくしたスリット４ａを設けることで空気流路
が閉塞されるのを抑制し、着霜しにくい冷媒流出側のフィン１３３ｂには等間隔に配置さ
れたスリット４ｂを設けるようにして、高い熱交換性能が得られるようにしている。従っ
て、本実施例においても、上記実施例１や実施例２とほぼ同様の効果を得ることができる
。
【００４６】
　また、この実施例３と前記実施例１と組み合わせ、冷媒流入側のフィンは、伝熱管同士
の間隔を大きく構成すると共に、この冷媒流入側のフィンには、図４（ｃ）図に示したよ
うに切り起し量を小さくしたスリット４ａを有するフィン１３３ａを使用することも有効
であり、霜による空気流路の閉塞をより確実に防止できる。
【実施例４】
【００４７】
　図５は本発明の冷凍サイクル装置の実施例４に用いる室外熱交換器１３０の構成を示す
図であり、図２に相当する図である。この実施例４において、室外熱交換器１３０におけ
るフィンの構成以外の部分については、図１，図２に示した冷凍サイクル装置と同様であ
るので、室外熱交換器１３０以外の部分の説明は省略する。
【００４８】
　上記実施例１では冷媒流入側のフィン１３０ａと冷媒流出側のフィン１３０ｂを室外空
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気の流れ方向に二列に配置した例を示したが、この実施例４では、フィンチューブ熱交換
器１３０はフィン１３４が一列に構成されている場合の例である。
【００４９】
　図５において、フィンチューブ熱交換器１３０を構成するフィン１３４のうち、冷媒流
入側となる上方のフィン部１３４ａと、冷媒流出側となる下方のフィン部１３４ｂを貫通
するように伝熱管（冷媒配管）３ａは設けられている。この実施例では１本の伝熱管３ａ
のみ示しているが、伝熱管３ａの下方に更に別の伝熱管（図２の伝熱管３ｂに相当するも
の）を設けるようにして複数パスとすることもできる。
【００５０】
　伝熱管３ａは、まず冷媒流入側となる前記上方のフィン部１３４ａの上部側に接続され
、空気流路を形成するように一定の間隔で重ねて配置された多数のフィン１３４を水平方
向に一端側（手前側）から他端側に貫通した後下方側にＵターンし、再び手前側に延びて
１往復し、再び下方側にＵターンして他端側に延びて、以下同様の往復を繰り返す。これ
を数往復（本実施例では２往復）繰り返した後、伝熱管３ａは、次に冷媒流出側となる下
方のフィン部１３４ｂ側に入り、同様に下方側にＵターンを繰り返して数往復（本実施例
では２往復）するように構成されている。そして、伝熱管３ａの上方から熱交換器１３０
内に流入した冷媒は、伝熱管３ａの下方から熱交換器１３０外に流出するようになってい
る。
【００５１】
　この実施例では、フィン１３４を貫通する伝熱管３ａは、水平方向に延びる部分の伝熱
管同士の間隔が、冷媒流入側となる上方のフィン部１３４ａ側でＬ１、冷媒流出側となる
下方のフィン部１３４ｂ側でＬ２となっており、フィン部１３４ａ側の前記間隔Ｌ１の方
がフィン部１３４ｂ側の前記間隔Ｌ２よりも大きくなるように構成されている。
【００５２】
　本実施例では着霜し易い冷媒流入側での伝熱管の間隔Ｌ１を大きくしているので、伝熱
管の周囲には着霜しても、霜の着きにくい領域が増え、霜による空気流路の閉塞が起きに
くくなるから、フィン間の空気流路を十分に確保可能となる。従って、冷媒流入側におけ
る冷媒と室外空気との熱交換量を確保できるから熱交換性能の低下を抑制することができ
る。一方、冷媒流出側の伝熱管の間隔Ｌ２については前記間隔Ｌ１よりも小さくし、より
熱交換性能が向上するようにしている。
【００５３】
　伝熱管３ａの下方側に別の伝熱管（３ｂ）を設けて複数パスにする場合でも、前記別の
伝熱管（３ｂ）の構成は伝熱管３ａと同様の構成にする。
【００５４】
　この実施例４に示すように、一列のフィンで構成されたフィンチューブ熱交換器であっ
ても、本発明を適用することは可能であり、上記各実施例とほぼ同様の効果を得ることが
できる。
【００５５】
　なお、図３や図４に示すフィン形状のものを、図５に示すような一列のフィンで構成さ
れたフィンチューブ熱交換器に適用することも可能であり、図３や図４に示すフィン形状
を単独で適用しても、或いは図５に示す実施例４の構成と組み合わせて構成することも可
能である。
【００５６】
　以上説明した本発明の各実施例によれば、非共沸混合冷媒を用いた空気調和機などの冷
凍サイクル装置において、飽和域温度勾配のために生じる蒸発器（フィンチューブ熱交換
器）入口側での着霜により、空気通路を閉塞するのを抑制することができる。従って、空
気通路閉塞による熱交換器での性能低下を抑制して、より高い省エネルギー化を実現でき
ると共に、暖房運転時の快適性も向上することができる。
【符号の説明】
【００５７】
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１：室外機、
２：室内機、
３，３ａ，３ｂ：伝熱管、
４，４ａ，４ｂ：スリット、
５：穴、６：スリットのない部分、
７：空気流路、
１００：圧縮機、１２０：四方弁、
１３０：フィンチューブ熱交換器（室外熱交換器）、
１３０ａ，１３０ｂ，１３２ａ，１３２ｂ，１３３ａ，１３３ｂ：フィン、
１３４：フィン（１３４ａ：上方のフィン部、１３４ｂ：下方のフィン部）、
１４０：室外膨張弁、１５０：室外ファン、
２１０：室内熱交換器、２２０：室内ファン、
３１０：液接続配管、３２０：ガス接続配管。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(13) JP 2012-145302 A 2012.8.2

【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

